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写真は朝日が丘町の田んぼ

７
月
20
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
農
業
委
員
会
の
総
会
に
お
き
ま
し
て
︑
委
員
各

位
の
御
推
挙
を
い
た
だ
き
︑
会
長
の
要
職
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
︒
３
期
目
の
就
任
と
な
り
︑
誠
に
身
に
余
る
光
栄
と
は
存
じ
ま
す

が
︑
そ
の
重
責
に
身
の
引
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
︒

さ
て
︑
気
候
変
動
の
影
響
や
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
伴
う
食
料
・
燃

料
・
肥
料
の
価
格
高
騰
等
に
よ
り
︑
農
業
分
野
に
つ
い
て
も
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
お
り
ま
す
︒
そ
の
よ
う
な
中
︑
政
府
は
食
料
安
全
保
障
の
強
化
を
図
る
と

と
も
に
︑
一
次
産
業
の
持
続
的
な
成
長
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
︑
農

業
政
策
の
指
針
と
な
る
﹁
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
﹂
の
改
正
に
向
け
て
検

討
を
進
め
て
お
り
ま
す
︒

ま
た
︑
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
農
地
法
の
下
限
面
積
要
件
が
廃
止
さ
れ
︑

耕
作
放
棄
地
を
解
消
し
て
小
規
模
で
あ
っ
て
も
担
い
手
を
増
や
す
取
組
が
進
め

ら
れ
る
等
︑
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
︒

本
市
の
農
業
は
︑
都
市
化
の
進
展
に
よ
る
農
地
面
積
の
減
少
︑
建
築
物
等
に

よ
る
日
照
不
足
な
ど
生
産
環
境
面
の
悪
化
や
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
等
︑
厳
し

い
状
況
に
お
か
れ
て
お
り
ま
す
が
︑
そ
の
よ
う
な
中
で
も
学
童
農
園
へ
の
取
組

や
︑
新
鮮
な
野
菜
︑
お
米
の
生
産
と
供
給
に
力
を
入
れ
て
い
る
農
業
者
も
少
な

か
ら
ず
お
ら
れ
ま
す
︒

私
た
ち
は
︑
農
業
者
の
代
表
と
し
て
︑
都
市
農
業
・
農
地
の
多
面
的
な
存
在

意
義
と
農
業
者
の
実
態
に
つ
い
て
広
く
市
民
に
理
解
を
求
め
る
と
と
も
に
︑
関

係
機
関
の
方
々
と
協
力
し
て
︑
農
地
の
維
持
︑
保
全
に
努
め
て
参
り
ま
す
の

で
︑
皆
様
の
深
い
御
理
解
と
御
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
︑
会
長
就
任

の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
︒

就
任
の
御
挨
拶

吉
田 

俊
之

吹
田
市
農
業
委
員
会

会 

長
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令
和
５
年
７
月
19
日
の
任
期
満
了
に
伴
い
︑
農
業
委

員
の
募
集
を
令
和
５
年
３
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
３

月
31
日
ま
で
行
い
ま
し
た
︒

今
回
の
募
集
で
は
︑
農
業
者
14
名
と
︑
そ
の
他
８
名

の
合
計
22
名
の
応
募
等
が
あ
り
︑
そ
の
中
か
ら
吹
田

市
議
会
の
同
意
を
得
て
︑
16
名
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
︒そ

し
て
︑
改
選
後
初
の
農
業
委
員
会
総
会
が
７
月
20

日
に
開
催
さ
れ
︑
今
期
の
役
員
を
選
出
し
新
体
制
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
︒

新
し
い
農
業
委
員
が

　
　
　

  

決
ま
り
ま
し
た

会

　

長

副

会

長

農
政
専
門
委
員
会
委
員
長

農
政
専
門
委
員
会
副
委
員
長

農
政
専
門
委
員
会
委
員

吉

田

俊

之

角

田

和

子

田

口

末

次

橋

本

家

平

山

本

元

治

どうぞよろしくお願いします。

吹田・豊津地区 春日地区

千里地区 岸部地区

山田地区

榎本 喜志郎

奥 　祐次

川上 光男

榎原 靖彦

西 　盛

島中 秀樹

角田 和子 前田 義昭 水田 和真 山本 元治

下井 　繁 橋本 家平西川 聡志 吉田 俊之

田口 末次 辻本 忠正
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下
限
面
積
要
件
廃
止
の

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

令
和
5
年
度
　
基
本
方
針
・
事
業
計
画

4
月
25
日
開
催
の
第
一
回
農
業
委
員
会
に
お
い

て
︑
令
和
5
年
度
事
業
計
画
を
決
定
し
ま
し
た
︒

<
 

基
本
方
針 
概
略 >

本
年
度
の
基
本
方
針
と
し
ま
し
て
は
︑
農
業
委
員

会
の
権
限
に
属
し
た
農
地
法
等
の
法
令
業
務
の
厳

正
・
適
正
な
執
行
に
努
め
る
と
と
も
に
︑
農
地
の
利

用
の
最
適
化
推
進
の
た
め
管
内
の
農
地
の
利
用
状
況

調
査
・
利
用
意
向
調
査
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
︒

特
に
生
産
緑
地
や
相
続
税
等
納
税
猶
予
適
用
農
地
に

つ
い
て
は
︑
そ
の
制
度
や
税
制
上
の
趣
旨
を
踏
ま
え

農
地
が
有
効
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
当
該
農
地
の
適
正

管
理
の
指
導
を
行
う
と
と
も
に
︑
生
産
緑
地
の
問
題

に
つ
い
て
は
︑
農
業
者
の
代
表
と
し
て
︑
吹
田
市
と

連
携
し
︑
情
報
の
提
供
や
相
談
等
に
特
に
力
を
入
れ

て
ま
い
り
ま
す
︒

さ
ら
に
︑
農
業
委
員
会
系
統
組
織
運
動
に
呼
応
し

農
業
委
員
会
活
動
の
強
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
︑

都
市
農
地
の
も
つ
多
面
的
機
能
・
役
割
を
活
用
し
た

都
市
型
農
業
施
策
の
推
進
を
︑
市
︑
政
府
そ
の
他
関

係
機
関
に
要
請
し
︑
都
市
農
業
の
振
興
及
び
良
好
な

都
市
環
境
の
形
成
に
資
す
る
た
め
﹁
農
﹂
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
︒

<
 

事
業
計
画 

項
目 >

① 

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
（
利
用
状
況
調
査
）

② 

農
事
相
談

③ 

委
員
研
修

④ 

農
政
専
門
委
員
会
の
活
動

⑤ 

意
見
交
換
会
の
開
催

⑥ 

農
業
者
研
修
会

⑦ 

意
見
の
公
表
等

⑧ 

情
報
提
供
活
動

⑨ 

学
童
農
園

⑩ 

農
地
台
帳
の
整
備
調
査

「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
」
の
実
施
に
つ
い
て

事
業
計
画
に
あ
り
ま
す
﹁
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
﹂
に

つ
い
て
は
︑
例
年
︑
９
月
頃
に
実
施
し
て
い
ま
す
︒

農
地
を
引
き
続
き
適
正
に
管
理
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
︒

農
地
法
第
３
条
に
基
づ
く
許
可
を
受
け
︑
農
地

の
所
有
権
の
取
得
や
使
用
権
等
の
設
定
等
を
受
け

る
た
め
の
要
件
の
１
つ
と
し
て
︑
﹁
申
請
農
地
を

含
め
︑
耕
作
す
る
農
地
の
合
計
面
積
が
下
限
面
積

以
上
で
あ
る
こ
と
︵
吹
田
市
で
は
20
ア
ー
ル
︶
﹂

が
あ
り
ま
し
た
︒
こ
の
下
限
面
積
要
件
が
令
和
５

年
４
月
１
日
か
ら
廃
止
さ
れ
ま
し
た
︒

農
業
者
研
修
会
を

　
　
　
　 

開
催
し
ま
し
た

日　

時　

令
和
5
年
2
月
9
日
︵
木
︶　

午
後
1
時
30
分
~
4
時
30
分

会　

場　

吹
田
市
文
化
会
館
︵
メ
イ
シ
ア
タ
ー
︶

参
加
者　

市
内
農
業
者
ほ
か

内　

容　

①
情
勢
報
告 

﹁
都
市
農
業
・
農
地
を

め
ぐ
る
情
勢
﹂

　

報
告
者 

大
阪
府
農
業
会
議

　
　
　
　

 

専
務
理
事
兼
事
務
局
長

鈴
木　

成 

氏

②
説　

明
﹁
特
定
生
産
緑
地
・

屋
外
広
告
物
に
つ
い
て
﹂

　

説
明
者 

吹
田
市
都
市
計
画
室
職
員

③
講
習
会
﹁
農
薬
安
全
使
用
講
習
会
﹂

　

講　

師 

ク
ミ
ア
イ
化
学
工
業
株
式
会
社

西
森　

望 

氏

研修会の様子
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く
そ
う
、無
断
転
用

最
新
の
農
業
情
勢
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
解
説

し
、
農
業
者
の
経
営
と
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
お

届
け
し
ま
す
。

全
国
農
業
新
聞
を

　
　 

購
読
し
て
み
ま
せ
ん
か

平
成
13
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
事
業
は
、
子
供
た
ち
が

農
業
体
験
を
通
し
て
食
べ
物
の
大
切
さ
等
を
学
び
、
ま
た
生

命
の
尊
さ
や
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
育
む
と
と
も
に
農
業
理

解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

農
地
を
提
供
い
た
だ
い
て
い
る
農
家
の
皆
様
と
実
施
校
は

次
の
と
お
り
で
す
。

農
地
を
農
地
以
外
の
用
途
に
変
更
す

る
場
合
に
は
、
農
地
法
第
４
条
ま
た
は

第
５
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
必
要
で
す
。

農
地
転
用
届
出
を
し
な
い
で
無
断
転
用
し
た
場
合

は
、
農
地
法
に
違
反
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◇ 

購
読
料  

月
額 

700
円

◇ 

発
行
日  

毎
週
金
曜
日

お
申
し
込
み
は
、
お
近
く
の
農
業
委
員

又
は 

農
業
委
員
会
事
務
局
へ

農
業
者
年
金
に

　
加
入
し
ま
せ
ん
か

〈
お
問
合
せ
先
〉

吹
田
市　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
（
吹
田
市
役
所　
高
層
棟
７
階

703
番
窓
口
）

TEL 

６
３
８
４ ‒ 

２
７
９
２

佐井寺小学校  田植えの様子

農地転用等の実績について（令和4年度）

農地法第3条
（農地の権利の移動）
農地法第４条
（権利の移動を伴わない転用）
農地法第５条
（権利の移動等を伴う転用）
農地法第18条
（賃貸借の合意解約の通知）

引き続き農業経営を行っている
旨の証明書

相続税の納税猶予適格者証明書

諸証明他

1

27

19

1

3

42

49

651

14,026

32,792

  631

2,411

―　

―　

件 数 面　積（㎡）

佐
井
寺
小
学
校

佐
竹
台
小
学
校

山
田
第
一
小
学
校

北
山
田
小
学
校

西
山
田
小
学
校

豊
津
第
二
小
学
校

東
佐
井
寺
小
学
校

山
田
第
二
小
学
校

山
田
第
三
小
学
校

山
田
第
五
小
学
校

千
里
第
三
小
学
校

豊
津
第
一
小
学
校

江
坂
大
池
小
学
校

千
里
新
田
小
学
校

岸
部
第
一
小
学
校

吹
田
第
一
小
学
校

吹
田
第
六
小
学
校

吹
田
南
小
学
校

片
山
小
学
校

岸
部
第
二
小
学
校

小
田
龍
太
郎

川

上

光

男

楠

本
　

豊

田

口

末

次

中

尾

敏

雄

野

本

昭

隆

橋

本

家

平

由　

上　

ミ
ヨ
子

吉

田

俊

之

(

吹
田
市
地
域
経
済
振
興
室)

（
敬
称
略
）

国
民
年
金
第
一
号
被
保
険
者
で
、
年
間
60
日
以
上

農
業
に
従
事
す
る
60
歳
未
満
の
方
で
あ
れ
ば
加
入
で

き
ま
す
。

農　
　
家

実　
施　
校


